
 
着⾐上の背⾯、広告、ロゴ等の表⽰に関する取り決めについて 

 
H31.4.1 ⼀部変更 
 （公財）⽇本バドミントン協会⼤会運営規定⼤ 24 条改定に基づき、本連盟主催の⼤会
その連盟での規定を優先することとします。また、本連盟主催であるが、他の連盟との共
催⼤会においては、双⽅で協議し確認して実践することとします。 
 
 本連盟主催の⼤会とは以下の⼤会である。 

① 全⽇本学⽣バドミントン選⼿権⼤会 
② 全⽇本学⽣バドミントンミックスダブルス選⼿権⼤会 
③ 東⽇本学⽣バドミントン選⼿権⼤会 
④ ⻄⽇本学⽣バドミントン選⼿権⼤会 

1． ウエア（上⾐）の背⾯表⽰は以下の通りとする。 
① 所属する⼤学名の⽔平表⽰を義務づける。 
② 上記表⽰の他にスポンサー名の表⽰を認める。 
③ 上記⽂字列各⾏の⼤きさは、⾼さ 6 ㎝〜10 ㎝、横 30 ㎝以内とし、異なる項⽬を

同⼀⾏に表⽰することはできない。また⽂字列にはロゴは含まない。 
④ チーム名が⼀⾏で表⽰できない場合は複数⾏になっても構わないが、⼤きさは上

記基準以内とする。 
⑤ 上記表⽰の他に背番号の表⽰を認める。 
⑥ 背番号を表⽰する場合は、⽂字列の下、中央部に表⽰するものとし、⼤きさは縦

15 ㎝、⼀桁横 7 ㎝程度とし、⼆桁以内とする。 
⑦ ⽂字列・背番号は明瞭な⽂字・数字を使⽤し、表⽰部分の⾊と明確に区別できる

⾊とする。 
２．ウエア（上⾐）の前⾯には、複数⾏の⽂字列の表⽰と、前番号の表⽰を認める。 
  ①⽂字列の⼤きさは、⾼さ 10 ㎝、横 40 ㎝以内とし、チーム名、スポンサー名広告の

いずれかを表⽰することができる。（⽂字列にはスポンサー名・広告と連動したロ
ゴを含めてもよい） 

  ②⽂字列は装飾⽂字を使⽤してもよく、単⼀⾊と限定しない。 
  ③前番号はウエア前⾯の胸下に背番号と同⼀番号をつけるものとする。 
   ⼤きさは縦 8 ㎝以内、⼀桁横 4 ㎝以内とし、⼆桁以内とする。 
 
 
３．ウエア（上⾐）には、右襟、左襟、右袖、左袖（袖のない場合は右肩・左肩前⾯、ウ

エア前⾯の５か所に３つまで）にスポンサーロゴ、チーム名、プレーヤー名を表⽰



することができる。ただし、1 か所に表⽰できるものは１つまでとする。 
    ※１つのロゴの⼤きさは 20 ㎠以内とする。 
    ※上記 3 つのうち、1 つは 50 ㎠以内を可とする（メーカーのロゴを除く）。 
     50 ㎠を可とすると⾔う表現は、50 ㎠に必ず１つはしなければならいと⾔う事

ではありません。20 ㎠がベースである事は変わりません。 
    ※メーカーのロゴはその数に⼊れない。 
４．ショートパンツ、スカート、ワンピースの前⾯底部に 2 つまでのスポンサーロゴ、チ

ーム名、プレーヤー名、背番号と同じ番号を表⽰することができる。 
    ※1 つのロゴの⼤きさは 20 ㎠以内とする。 
    ※メーカーはその数に⼊れない。 
５．各ソックス、圧縮・サポートソックスには２つまで広告（メーカーロゴやマークむ） 
  を表⽰することができる。 
６．アンダーウエア（上⾐）、リストバンド、バンダナ、サポーターなどの医療器具に１ 
  つまでのスポンサーロゴ、チーム名、プレーヤー名、背番号と同じ番号を表⽰するこ 

とができる。 
  ※１つのロゴの⼤きさは 20 ㎠以内とする。 
  ※メーカーロゴもその数に⼊れる。 

７．たばこ会社や製品に関する広告は禁⽌する。 
 
 
 上⽂にあるように、⼤会運営規程第２４条の改訂に伴い、現状のウエア等の表⽰の確認
と、今後発展していくスポンサーの広告やロゴ等について整理し、本連盟が明⽰したもの
である。 
 したがって、本連盟の⼤会にエントリーするすべてのチーム及び個⼈が責任を持ってこ
れらを⾏しなければならない。本連盟⾃信がこの規定を管理し、⼤会において運⽤するも
のではなく、⼤会を公平平等に導くレフェリーの管理下であることを確認する。 
 
 

2020 年 2 ⽉ 23 ⽇ 全⽇本学⽣バドミントン連盟代議委員会承認 


